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国際大学グローバル・コミュニケーション・センター（ GLOCOM ）は、1991 年に国際大学付属研究機関として、

財界・官界の強力な支援を受けて設立されました。

GLOCOM の特色は、産官学民の結節の場として、社会経済の現実を踏まえた未来志向の研究とその実践を進

めてきたことにあります。特に 90 年代後半からは、インターネット社会におけるさまざまな課題解決に向け

た研究を行い、ネット社会の健全な発展のための啓発活動を行ってきました。現在もその研究を引き継ぎ、情

報通信技術の急速な進歩がもたらす構造的・本質的変化を対象とした研究を続けています。

近年では、データの活用によるより良い災害対応などの情報活用研究や、ブロックチェーン、人工知能（ AI ）

などの新しい技術が社会経済に及ぼす影響に関する研究のほか、コワーキングスペースと創造性、仕事と組織

の未来などイノベーション創造手法に関する研究や、ネット炎上、格差世代論、地域経済の担い手としての「地

方豪族」企業などの研究を踏まえ、新たな段階に入りつつあるグローバルな社会変動に関する研究といったこ

とを具体的・統合的なテーマに挙げ、常に研究領域の拡充を図っております。

 

GLOCOM の使命は、研究と実践を通じて、情報社会の発展に寄与することにあります。客員研究員等を含め

て 150 名を越える研究者や、さまざまな形で GLOCOM の活動にご参画くださる皆さまが集う「場」を創出し、

そこから新しい「智」を生み出して、社会の未来に貢献できる研究所を目指して参ります。

引き続きご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

高度に情報化し、ますます複雑性を増す現代においては、さまざまな仕組みやビジネス、パラダイムまでも

刻一刻と変化しています。その姿を実証的研究によって明らかにし、その成果を戦略構想や解決策として具

体的に提案します。一早く新しい変化の兆しを捉え、皆さまと一緒に社会のイノベーションを牽引します。

学際的日本研究や、情報通信技術の発展と普及に根ざした情報社会の研究と実践を活動の中心におき、産官

学民の結節の場として、常に新しい社会動向に関する先端研究所であることを目指しています。
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加速 する技術 革新は我 々の日 常生活 からビジネスまでさまざ

まな影 響 を与 えています。テクノロジ ー の変 化 が我 々 の社 会

にどのような影 響 を与 えているか、 また我 々 はどのようにテ

クノロジ ー を活 用して社 会 の課 題を解 決 していくことができ

るか、技術と社会の両面から研究を推進します。

既 存 の事 業 が飽 和 し、 また変 化 が激 しく先 を見 通 すことが難 しい現 代、

自ら新 しい価値 を生み出 すイノベ ーショ ンはますます重要にな っていま

す。イノベーションを生み出す仕組みはどのように変わりつつあるのか、

企 業や社 会 においてイノベー シ ョン を推 進するためにはどのような取り

組みが必要なのか、実践的な研究を進めていきます。

世界経済の重心の変 動、 先進国における格差の拡大、 技術 的失業への

懸念など、 グローバルな規模 での経済的な相互 作用は新たな段階 に入

りつつあります。国際貿易、地域経済から、組織形態や価値観までさま

ざまなレベルでの変化 と相互 作用を統 合的 に捉え、 新 たなグロー バル

社会像の理解を深めるとともに、課題解決の方策を探ります。
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Innovat ion Nipponは、国際大学GLOCOM がグーグル合同会社のサポー

トを受けて2013年に立ち上げた研究プロジェクトです。2019年度研究では、

フェイクニュースの実態と対処策について、データ分析から得られたエビデン

スを基に政策的含意を導きました。分析の結果、75%の人はフェイクニュース

を信じていること、情報リテラシーが高いとフェイクニュースを拡散しにくく

なること（ ITリテラシー、メディアリテラシーは関係ない）、メッセージアプ

リ利用時間が長いとフェイクニュースを拡散しやすくなることが分かりました。

また、結果から今後の対策についての政策的含意6つを導き出しました。これら

の成果は、NHKニュースなど様々なメディアで発信されました。

年間を通じた実証研究から具体的な対処策を検討し、
産官学連携の懸け橋となって課題解決に取り組む

昨今頻発する自然災害への対応を議論するために2019年度に発足した当研究

会は、災害時コミュニケーションを促進するICTの利活用について、災害現場

で実際に対応にあたる自治体首長および職員とともに意見交換・体験を共有す

ることを目的としています。

2019年度の議論で現場の課題を整理し、2020年度は災害支援・受援のため

の情報共有リファレンス／参照モデル（仮称）、パーソナル情報とローカル情報

の組み合わせによる住民意識の向上と危険エリアへの個別情報伝達に関する共

通ガイドライン（仮称）の作成を目的とした2つの分科会を立ち上げました。

ステークホルダー間の連携強化、ICT の効果的活用で、
自治体が抱える災害対応の課題を解決する

GLOCOMは、データから特徴相関抽出及びモデリングを行う独自のデータマ

イニング技術の研究を行っています。この技術を応用した株式会社コラージュ・

ゼロとの共同研究では、過去のＣＭ好感度データから各CMが持つ特徴と好感

要因の相関を抽出する基本機能の開発に成功し、CMの字コンテ企画の段階に

おいてそのCMが獲得するであろう好感度を予測可能にしてきています。

広告主とクリエイター双方にとって有益となるべく、コスト効率と宣伝効果の

両面をふまえたTVCMの企画・制作におけるクオリティ向上につなげることを

目指して、基本機能を活用したサービス・ソリューション開発にも携わってい

ます。

TVCM の好感要因を字コンテ企画段階から、
8 割以上の精度で予測可能にする

研究者・実践者をスピーカーに迎え、参加メンバーとディスカ

ッ ショ ンしながら、 専門 的思 考 を深 める年 間プログラムです。

人材育成や、異業種をつなぐオープンイベントのきっかけづく

りの場としてご活用いただけます。

講演とワークショップを組み合わせて、事業戦略に応じて先進・

先端 のテーマ をオンサイト で “ 自 分ごと化 ” するセミナ ーです。

人材研修や新規ビジネス発掘の機会としてご活用いただけます。

学 術 ・専 門 的 知 見 と 、産 官 学 民 に 渡 る 幅 広 い 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 活 か し、社 会 と の 実 践 活 動 を あ わ せ も つ 研 究 機 関 と し て、

ニ ー ズ に 合 わ せ て さ ま ざ ま な サ ー ビ ス を 提 供 し て い ま す。テ ー マ や 目 的 に 合 わ せ て 、ベ ス ト な 方 法 を ご 提 案 い た し ま す。

研究者・実践者をスピーカーに迎え、参加メンバーとディスカ

ッ ショ ンしながら、 専門 的思 考 を深 める年 間プログラムです。

人材育成や、異業種をつなぐオープンイベントのきっかけづく

りの場としてご活用いただけます。

講演とワークショップを組み合わせて、事業戦略に応じて先進・

先端 のテーマ をオンサイト で “ 自 分ごと化 ” するセミナ ーです。

人材研修や新規ビジネス発掘の機会としてご活用いただけます。

研究者・実践者をスピーカーに迎え、参加メンバーとディスカ

ッ ショ ンしながら、 専門 的思 考 を深 める年 間プログラムです。

人材育成や、異業種をつなぐオープンイベントのきっかけづく

りの場としてご活用いただけます。

講演とワークショップを組み合わせて、事業戦略に応じて先進・

先端 のテーマ をオンサイト で “ 自 分ごと化 ” するセミナ ーです。

人材研修や新規ビジネス発掘の機会としてご活用いただけます。

研究者・実践者をスピーカーに迎え、参加メンバーとディスカ

ッ ショ ンしながら、 専門 的思 考 を深 める年 間プログラムです。

人材育成や、異業種をつなぐオープンイベントのきっかけづく

りの場としてご活用いただけます。
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渡  辺 　智  暁渡  辺 　智  暁

技術の発展に伴って情報社会に出現する
様々な事象に関する研究

「新しい社会価値」を創出する
イノベーションのメカニズムやプロセスの実践研究

すべての社会課題の基礎となる
知識社会に必要な要素研究

国際大学 GLOCOM での研究は、今後の知識社会を構成する重要要素を体系的にとらえて

3 つの突破口をもってアプローチしています。

Ｂ　　　  Ｋ Ｕ
’

私はこれまでに、多様な人々が活躍できる場としての

オンラインプラットフォームや、多様なイノベーショ

ンを可能にするブロードバンド・ネットワーク、オー

プンデータ、教育オープン化などについて、その運営

方法、ガバナンスや評価、政策、オープンなイノベーシ

ョンに貢献する人々の特徴などを研究し、コンサルテ

ィングや政策提言を行ってきました。GLOCOMでは、

国内外の専門家とのネットワークを活用して、ICT関

連の政策論議、政策動向をサーベイし、問題提起や評価、提言につなげるような調査も、多くの分野

に渡って手がけてきました。

また近年は、3Dプリンターなどのデジタル製造技術を広い範囲の人が利用することが、課題解決や

イノベーション創出につながる可能性に興味を持っています。ファブラボやメイカースペースなど

のラボスペースの収益モデルやイノベーション創出ポテンシャル、関連する政策課題などを研究し、

イノベーション拠点構築・経営強化、振興政策などにも関わっています。多様な人々が適度につなが

ることで、これまでにはなかった新結合を通じたイノベーションが起きる可能性、あるいは新しい

文化が生まれてエコシステムが強靭さを獲得する可能性が、様々な分野にあると私は考えています。

イ ノ ベ ー シ ョ ン、豊 か さ、強 靭 さ。

こ れ ら を も た ら す

多 様 な 要 素 の 適 度 な 結 合 に

注 目 し て い ま す。
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豊  福    晋 平豊  福    晋 平

現在世界中で検討されている2030年代の学びは、予

測不可能な将来を前提とし、従来の固定的・直線的で

標準化されたカリキュラムから、学習者の個性に合わ

せたダイナミックな形へと転換しようとしています。

要求される知識量はますます増加し、学習活動もまた

知的生産を志向する高度な形へと変化するでしょう。

その中で、ICTは学習者の能力を拡張して学びを加速

させる不可欠な基盤と認識され、学習者中心の1:1/

BYOD（1人1台学習者用情報端末配備と私有機材持ち込み）、個別最適化、創造的活動、通信制課程

といったトレンドは、今後の教育分野における新たな可能性や市場を形成します。

私はGLOCOMで、主に教育学・心理学の視点から、テクノロジーと教育との高度な融合を目指した

研究に長年取り組んでいます。その内容は多岐にわたり、たとえば、1人1台の学習者端末整備に関

わるコンセプト・カリキュラム検討・検証分析、基礎的ICTスキル育成の枠組み構成、デジタルシテ

ィズンシップ教育の普及、2030年代に向けた学校環境・学びの場の創造、学校利害関係者（保護者・

地域）との信頼関係形成を目的とした学校サイト活動の支援、質の高い学校評価を展開するための

枠組み開発などです。

テ ク ノ ロ ジ ー で 加 速 す る

情 報 社 会 の 学 び を 展 望 し

現 実 の 教 育 課 題 に

解 決 を 見 い だ し ま す

庄  司    昌  彦   

私は、ICTやデータを活用した地域社会のガバナンス

やマネジメントに関心を持ち、情報社会を学際的・総

合的にとらえ中長期的な社会変化を考察する「情報

社会学」の立場から調査研究を行っています。近年の

主な研究テーマは、オープンデータ等の官民データ活

用のあり方、情報銀行等によるパーソナルデータ活用

の進め方、自治体情報システムの標準化・共同化など

デジタルガバメントの推進、国内外のスマートシティ、

「地方豪族」企業の実態とデジタル地域経済の展望などです。

共通するのは、どのように技術を活用し組織を変革すればヒト・モノ・カネ・データといった地域の

資源の可能性を十分に引き出し、社会的な知識循環を持続的なものにしていくことができるのかと

いう視点です。こうしたことを歴史的な地域社会の知恵や、国内外の様々な事例などに学び、分析し

ています。また、内閣官房・総務省などの政府機関や東京都をはじめとする地方自治体の研究会メン

バーを務め、また複数の社会組織の理事として利用者の観点に立脚した政策提言などを行いながら、

研究と実践の現場を往復しています。

デ ー タ 活 用 の 実 践 と

政 策 研 究 を 通 じ て

都 市 や 企 業 ・組 織 の

進 化 を 促 進 し ま す
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新  谷     隆

私 は1991年 にGLOCOMに参 加 して以 来、 新 たな

ICTがもたらす社会やビジネスの変化に関心を持ち、

それを中心テーマに据えた調査研究・実践活動に取

り組んでいます。90年代には、社会科学系の研究所

としていち早く開設したGLOCOM Web（ glocom.

ac . jp ）を使い、日本から世界への情報発信を推進する

プロジェクトに係わりました。また、オープンデータ

やビッグデータ解析のさきがけとなるプロジェクトや、

情報セキュリティに関する先進実証実験、サーバーアウトソーシングの動向に関する実証研究、子

どもたちによるインターネットを使った先進実験である「めでぃあきっずプロジェクト」など、イ

ンターネットの先駆的なプロジェクトに参画することができました。

2008年からは、産学協働型のクラウドビジネス研究会（旧称ホスティングビジネス研究会）を主査

し、多くのICT企業に参加いただきながら調査研究を続けています。また最近は、デジタルマーケテ

ィング分析による沖縄県のIT振興に関する調査とコンサルに意欲的に取り組んでいます。絶え間な

い技術革新が進むICTがもたらす新たな展開への対応など、誰もやったことがないことを切り開く

ことを得意としています。

誰 も や っ た こ と が な い

ICT へ の 対 応 や 戦 略 立 案 な ど

新 た な 道 を 切 り 開 く こ と を

得 意 と し て い ま す。

新  谷     隆

デジタル化とグローバル化の進展によって、産業構造

や社会秩序の変容が進んでいます。金融業や自動車産

業はまさに大変革期にありますが、いずれもIoTやAI

をはじめとする情報技術が既存秩序を崩壊させ、新た

な価値創造を促す原動力になっていると言えるでしょ

う。情報技術は、長期にわたり経済・社会の構造を変え

ていく「 GPT（ General  Purpose  Technology ）」

です。私はその特性を分析し、社会と技術の進化に関

する歴史分析の視点から、情報技術がもたらすインパクトに関する研究を行っています。特にデジ

タル化の進行にともなう産業分野の境界の融解に注目しています。

また、情報技術が人間の仕事を代替し、社会を変えていくパワーをもつ時代においては、人々が新し

い技術的環境の中で生きがいや安心感を持って働いたり暮らしたりできるようにすることが、とり

わけ重要な課題となります。それを実現するために、北欧諸国をベンチマーク対象としつつ、「人間

中心の情報システム」に関する研究を行っています。

技 術 と 社 会 の

歴 史 的 進 化 と

「人 間 中 心 の 情 報 シ ス テ ム」

を 研 究 し て い ま す

砂  田    薫    
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私は、情報技術（IT ）が経済や社会の仕組みにどのよ

うな影響を与えるかを分析することで、企業の経営戦

略や政策の方向性を明らかにすることに取り組んでい

ます。絶え間ない進化を続ける情報技術は、クラウド

ソーシングから、シェアリング・エコノミー、ブロッ

クチェーン・仮想通貨まで様々なサービスや事業形態

を生み出しています。

近著『デフレーミング戦略』では、伝統的な製品、サ

ービス、組織などの内部要素を「枠」を越えてデジタル技術で組み直して、ユーザーに最適化され

たサービスを提供するデフレーミング戦略の様々な現象や事例を通じて、今後のビジネスやサービ

スの変化を考察し、同時に、デジタル・トランスフォーメーション（ DX ）が社会に与える影響の解

明も行いました。

私はこうした新しいサービスの背後にある技術と経済の力学を見極めることで、企業がどのように

技術革新と向き合うべきか、また政府はどのように対応すればよいかを中長期的な視点で明らかに

し、解決策を提示していきたいと考えています。

専門の計量経済学の手法を用いて、インターネット周

辺で実証分析を行っています。ネットの世界ではアメ

リカと中国が先頭を走り、日本は遅れ気味ですが、そ

れでも歩く道はあるはずだとあきらめずに取り組んで

います。具体的テーマとしては著作権、競争政策、コン

テンツ産業のネット時代でのあるべき姿について研究

してきました。ネット時代にあっては、著作権はより

柔軟にして作品を使いやすくし、競争政策はプラット

フォームとイノベーションの関係を中心に据え、コンテンツ産業は世界に出るべきという立場です。

さらに最近ではこれらに加えて、プライバシーとネット上の民主主義に関心を持っています。こう

いった法的・政治的課題でも、実証分析でできることがあると考えています。その成果として、炎上

をテーマにした本『ネット炎上の研究』を山口真一研究員とともに書き、その流れで『ネットは社

会を分断しない』を出版しました。炎上や分断、プライバシー侵害とフェイクニュースなど問題ばか

りのネットですが、私自身はそれら問題群は対処可能であり、ネットは社会を良い方向に導くだろ

うという希望を持って研究に取り組んでいます。

技 術 革 新 が 経 済 に

も た ら す 変 化 を 分 析 し

戦 略 や 政 策 へ の

洞 察 を 生 み 出 し ま す

デ ー タ は 語 ら な い、

人 が 語 る。

良 き 語 り 部 た れ。

高  木    聡  一  郎高  木    聡  一  郎 田  中    辰  雄   田  中    辰  雄   
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櫻  井    美 穂 子    櫻  井    美 穂 子    

私は、「レジリエンス」をキーワードとして、社会にお

ける情報システムの利活用について研究をしています。

技術を主語とするのではなく、人や組織の観点からの

情報技術の利活用に焦点をあてています。たとえば、

東日本大震災を契機とした、災害現場における自治体

の情報システム利活用分析、レジリエンスをキーワー

ドとした社会・情報システムの設計思想の提案を行っ

ています。さらには、持続可能な社会における情報シ

ステムの役割に着目し、国内外のスマートシティの研究を進めています。

2019年度に、「災害時コミュニケーションを促進するICT利活用に関する首長研究会」を立ち上げ、

これまで15の自治体の危機管理担当職員の方々と、災害時の情報収集や発信の課題について議論を

重ねてきました。災害対応については色々な切り口で語られますが、この研究会では基礎自治体の

視点から課題の整理と、共通して解決が可能な分野を明らかにすることを目指しています。研究会

の集大成として、2020年1月に開催の自治体ICTサミットでは、自治体共通の課題をポリシーステ

イトメントとしてまとめて発表します。

人 や 組 織 を 主 語 と し た

情 報 技 術 の 利 活 用 分 析 か ら

多 様 な 社 会 問 題 へ

ア プ ロ ー チ し ま す

我々は今、AI、ロボット、IoTによる第4次産業革命の

真っ只中にいます。日本政府は、この第4次産業革命

によって狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続

くSociety 5 .0が実現すると喧伝していますが、第1次、

第2次の産業革命によって工業社会が生まれ、第3次、

第4次の産業革命によって工業社会が情報社会に移行

していくと解釈した方が自然ではないでしょうか。

私の現在の関心事は、この第3次、第4次の産業革命に

よる社会、経済、ビジネスの変化の本質にあります。第3次産業革命によって生まれたコンピュータ

の情報処理能力は人間をはるかに超えています。また第4次産業革命によってもたらされたディー

プ・ラーニングによって画像、音声などの認識能力は格段に向上しつつあり、AIとロボットによっ

て様々な職がなくなるという可能性が指摘されています。

労働省出身の未来学者である増田米二が、その著書『原典 情報社会』（ TBSブリタニカ、1985年）

で予言した「知的労働の代替と増幅」がどこまで実現されるのか、それによって社会や経済、ビジネス、

我々の生活がどう変化していくのか、情報化の本質が何にあるのかを見極めたいと思っています。

第 4 次 産 業 革 命 が

社 会 経 済 等 に も た ら す

変 化 の 本 質 を と ら え

解 決 策 を 提 案 し ま す

前  川　徹前  川　徹
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私の研究は、計量経済学というデータ分析手法によっ

て「影響要因の抽出」「効果の計測」「将来予測と最適

戦略の提案」をすることに主眼を置いています。

近年における高度情報化社会の進展に伴い、人々の価

値観やビジネスの核の部分が、大きく変化してきてい

ます。価値観は所有・消費重視から体験・つながり重

視に、ビジネスではプラットフォーム、データ利活用、

サブスクリプションなどの新しいビジネスモデルの躍

進が起こり、ベースとなる技術もIoTや人工知能といった革新的技術となってきています。このよう

に「新時代」が到来して社会の複雑化が進むと、これまでの経験則や既存の手法だけでは、適切なビ

ジネス戦略や政策を策定することが出来ません。

そこで私は、経営学、経済学、社会学などを複合的に活用したうえで、実証分析をベースに、情報経済・

ビジネスの諸課題について研究を実施しています。私の研究の特徴としては、IT企業、メーカー企業、

議員連盟、官公庁、自治体など多様なステークホルダーと、産官学連携で実践的な研究に取り組んで

きた点が挙げられます。

人類は技術とエネルギーを手に入れ、高みを目指して

課題を乗り越え、常に新たな世界を開いてきました。

そして、環境問題・高齢化問題といった様々な問題に

対峙しながらも、情報化によってさらに多様性と複雑

性を増す社会へと変容させました。人の数だけ課題も

問題もある、それは今まさに人類が成熟社会を迎えて

いる証ともいえるでしょう。

しかしいつの間にか我々は、問題や課題を「作る」罠

にはまっていると、私は考えています。果たして、我々はどこに向かうのか？ 何が幸せなのか？ そ

の答えを探すために、時間軸や次元を限りなく広げ分析すること（論理／集団）と、「私（あなた）

はどう感じているのか」（感性／個人）を拾い上げることをポリシーとしています。前者においては、

工学的な知見を活かして情報を整理し、メタ認知することを得意としています。後者においては、多

数のセッションと対話に基づく経験知をベースに実施しています。「私たちは何を見るのか」、「課題

や問題としてではなく自らはどうしたいのか」を楽しみながら、味わい、考え、選択し、自分なりの「も

のの見方」を発見する。これが、これからの社会の幸せにつながると信じています。

100 年 タ ー ム で 考 え る

普 遍 的 か つ 新 し い

「も の の 見 方」を

追 求 し ま す

青  木    志  保  子

デ ー タ 分 析 に よ っ て

複 雑 化 す る 社 会 の 実 態 を 明 ら か に し

適 切 な 戦 略 を 導 く こ と に

主 眼 を 置 い て い ま す

山  口    真 一山  口    真 一
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文 化 人 類 学 的 知 見 に 基 づ い た

フ ィ ー ル ド ワ ー ク で

消 費 行 動 や UX に 関 す る

深 い イ ン サ イ ト を 導 き 出 し ま す

私の研究では、文化人類学の調査手法であるフィール

ドワークを応用して、消費行動やラボラトリーにおけ

る知的生産の様相を明らかにすることを目指していま

す。産学を通じて多様な調査プロジェクトに関わって

きた経験を生かし、企業の導出に着目して調査・研究

を進めています。

ラボラトリーで日々

行われる実験から科学的な知識や発見が生まれる中で、

アカデミックな知識がどういった契機で商業的価値を見出され、いかなるプロセスを経て商品化に

至るのかを、東京大学の技術移転機関である東京大学TLOや東大発ベンチャーであるペプチドリー

ム株式会社の協力を得て調査しました。

文化人類学の調査では、研究者が研究対象者を長時間

観察することを通じ、研究対象者自身も自覚していない行動様式や深層心理に迫ることで、深く綜合

的な知見が得られるとされています。消費者のセグメントが細分化され、よりきめ細やかな理解が

R&Dやマーケティングに求められる今日、消費行動とユーザーエクスペリエンスの理解に文化人類

学的なフィールドワークの手法が大変有効であると考えます。

大  川  内     直  子大  川  内     直  子

専門家や実務者、経営者、政策立案者など多様な人々

が集い、互いに学び、共創・協働する場としての研究

プラットフォームの設計・運営支援を通じて、新しい

社会的価値の創出を目指しています。また、デジタル

マーケティングやコミュニケーションデザイン領域

での経験を活かし、データを活用した研究企画設計や、

調査業務、研究成果を広く社会にアウトリーチする各

種施策のプロデュースも担当しています。

現在の関心領域は、「デジタル社会において個人・組織・社会がいかにして創造性を発揮し、持続

可能な進化を遂げることができるか」です。その方策の一つとして、多様な人々が共に暮らし、学

び、働く過程で発生するインタラクションのあり方に注目しています。人口減少社会において求め

られる教育の変革や、増え続ける外国人居住者・労働者との主体的な関わり方などをデザインする

プロジェクトを通じて、ポジティブな日本の未来への原動力を生み出すことを狙いとしています。

GLOCOMの研究プラットフォームを通じて、多くの皆様とともに、イノベーティブかつ、ひとりひ

とりにとって幸せな社会をデザインしていくことができるよう願っています。

共 同 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト を 通 じ て

イ ノ ベ ー テ ィ ブ で 幸 せ な

社 会 を デ ザ イ ン す る こ と に

チ ャ レ ン ジ し て い ま す

小  林    奈  穂小  林    奈  穂



2322

中  西    崇  文   

人間の感性とデータサイエンスをつなぎ、新たな創造

性を発揮するためのシステムの研究を行っています。

人間の感性は、我々が生物として生きていく上で重要

な要素です。データサイエンスにより、現実世界から

抽出されたデータをAI・機械学習を用いて、共有、分析、

統合することで、潜在的な現実世界の実態や本質を新

たな知見として発見すると同時に、それらを人間の感

性やクリエイティビティを生かす活動につなげ、人間

とAIの新たな協業の可能性を追求しています。さらに、人間の創造性を拡張する新たなAI・機械学

習を用いたソリューション開発とそのビジネスへの応用を進めていきます。

近著『稼ぐAI 』では、AIを洗練させる技術面に強いデータサイエンティストと、仕事上の課題から

AIの使用目的を考えるビジネスパーソンの両方の視点をつなぎ、ビジネスでAIを具体的に活用する

「イシュー指向型」でのアプローチを解説し、AIを適用することで競争力を強化する方法を明らかに

しました。このようなビジネスへのAI導入をサポートする研究開発にも取り組んでいます。

デ ー タ サ イ エ ン ス を 通 じ て

人 工 知 能 と 人 間 の 感 性 で

よ り 豊 か な 創 造 性 の

実 現 を 目 指 し ま す

中  西    崇  文   菊  地    映  輝   菊  地    映  輝   

情 報 社 会 に お け る

文 化 の 変 容 を 捉 え

社 会 の 制 度 や 認 識 を

ア ッ プ デ ー ト し ま す

情報化の進展は、私たちの身の回りを取り巻く文化の

あり方を大きく変化させました。しかしながら、私た

ちの社会は、認識や制度の面でその変化に追いついて

はいません。私は文化社会学や情報社会論の研究分野

で用いられている方法論を活用し、情報社会における

文化の変容の実態解明に取り組んでいます。

ネット上や都市で行われるコミュニケーションの中で

サブカルチャーがどのように成長・変化していくのか、

ソーシャルメディア上に投稿されたコンテンツが現実世界の観光や消費のあり方をどのように変化

させるのか、インターネットに代替されない場所の作り方はどのようなものかなど、都市とインタ

ーネットという２つの空間を横断しながら、多岐にわたる研究テーマに、文化の変容という切り口

からアプローチを試みています。この他にも、コミュニティや組織に新しい文化を生み出すための

ワークショップ開催、様々なサブカルチャーに対するフィールドワーク調査なども行っています。

これらテーマの研究を通じ、今日の文化のあり方を明らかにすることで、社会的認識や制度等のア

ップデートを目指しています。
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GLOCOM では、 研 究 内 容 や活 動 趣 旨 をご理 解・ご賛

同くださる企業・法人の皆さまからのご支援・ご協力

を常時承っております。ご支援の形式や規模およびそ

の使 途 のご指 定 など、 ご希 望 に添 う形 で柔 軟 に対 応

いたします。研 究 を通 じた社 会 的 価 値 の創 出 および

GLOCOM の長 期 的 な発 展 にむけ、 皆 さまのご賛 同 と

お力添えを賜りますようお願いいたします。

GLOCOM では、情報社会・知識社会の進展をはじめとする今日的なテーマに興味・関心をおもちの個人の方のご参画を歓迎

しております。旬のテーマをとりあげる公開コロキウムやシンポジウムは、多様・多岐にわたるメンバーが集い、その知見を

持ち寄った対話・議論によって、新しい知の共創や社会価値創造、政策提言活動等につなげることを目指して開催しています。

皆さまの積極的な参加をお待ちしております。　


